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当市における家庭教育支援事業の変遷（１）

平成20年度 家庭教育支援事業の一環として、恵庭市教育委員会（社会教育課）主催により
「家庭教育セミナー」を実施（年１回）

平成28年度 ・北海道教育委員会による「学びカフェ推進事業(※１)」を受託
「家庭教育ナビゲーター養成講座」を初開催（受講者15名）

・定期的に「ナビゲーターミーティング(※２)」を実施
・養成講座をきっかけに、「家庭教育セミナー」は、家庭教育ナビゲーターを
主体とする「えにわままっぷ実行委員会」と教育委員会との共催により、
「えにわままっぷ」として継続実施

平成30年度 ・家庭教育ナビゲーターから、年に１度の「えにわままっぷ」だけでは、
幅広い市民の支援につながっていないとの意見が寄せられたため、すでに
月に１回程度開催していた既存事業「ママikuサロン あたしん家」を
「学びカフェ」として位置づけて実施

・「家庭教育ナビゲーター養成講座」のほか、認定証受領済みのナビゲーターに
向けた「スキルアップ研修会(※３)」を実施（年１回）

令和元年度 家庭教育ナビゲーターの団体化が決定。有志による緩やかなネットワーク組織
として「えにわはぴナビネットワーク」が発足。これに伴い「ママikuサロン あた
しん家」が「はぴナビカフェ あたしん家」となる

令和４年度 「家庭教育支援チーム（文部科学省）」に登録
令和５年度 「えにわはぴナビネットワーク」の中心メンバーが所属する「NPO法人まちづくり

スポット恵み野」と「NPO法人おはな」が隔月で「はぴナビカフェ」を企画・運営

年表 ※はぴナビネットワークに関する部分は赤字で表示
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当市における家庭教育支援事業の変遷（２）
（※１）学びカフェ事業

主催：北海道教育委員会 実施主体：市町村教育委員会
事業趣旨：全国を上回るスピードで少子化・人口減少が進む北海道において、地域・家庭の教育力の

低下が指摘されるなか、すべての保護者が家庭教育や子育てに関する学習・相談機会を
日常的に得られるよう、各地域に保護者等の相互学習を促進する仕組みをつくり、
家庭教育に関わる「学びのセーフティネット」の構築を図る。

事業内容：市町村において、保護者同志の相互学習を促進する「家庭教育ナビゲーター」を養成する
とともに、「家庭教育ナビゲーター」を中心とした、保護者が気軽に参加できる学びの場
「学びカフェ」を実施する。

ナビゲーターミーティングの様子 

（※２）ナビゲーターミーティング
「家庭教育ナビゲーターにせっかくなったんだから」と
いう受講者の声から、何かをするためにまず集まろうと
始まった語り場。家庭の悩みや子どもの学校に関する
意見交換や、活動のアイデア出しなどを定期的に行う。

（※３）スキルアップ研修会
「家庭教育ナビゲーター養成講座」とは別に、
受講済みのナビゲーターに向けたスキルアップ研修会。
読み聞かせや遊び時間など、家庭教育支援につながる
講座を年１回企画・実施。

スキルアップ研修会の様子 
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家庭教育ナビゲーター
・「家庭教育ナビゲーター養成講座」の受講完了により認定
・家庭教育ナビゲーターの役割

地域のさまざまな場面で、保護者同志が気軽に子育ての悩みを共有し、交流するなど、
市民の学び合い・助け合いをサポートしていくこと
家庭教育ナビゲーターは、誰かに何かを教えたり、先頭に立って話し合いの場を仕切ったり
するのではなく、参加者自身が新たな気づきや考えるきっかけをつくることが大きな役割

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 合計
15名 ５名 ４名 ー ６名 ９名 10名 49名

■当市の家庭教育ナビゲーター認定者数 ▼家庭教育ナビゲーター養成講座の様子

・養成講座では、石狩教育局による「家庭教育ナビゲー
ター」に関する研修のほか、読み聞かせや遊び時間など、
家庭教育支援につながる講演を企画・実施している
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（令和元年度はコロナ禍により研修中止）



えにわはぴナビネットワーク

家庭教育ナビゲーター養成講座
（H28～ 石狩教育局、市教委）

子育て世代・子育て
経験者を中心とする市民

受講 修了
家庭教育ナビゲーター
49名（R5.7現在）

えにわはぴナビネットワーク
（家庭教育ナビゲーター有志に
よる自主的ネットワーク組織）
代表：平井梓 メンバー：29名

（R5.7現在）

有志

はぴナビカフェ
（学びカフェ事業）

開催：月1回程度
主催：えにわはぴナビ

ネットワーク

個別
活動

えにわままっぷ
開催：年1回（例年）
主催：恵庭ままっぷ実行 委

員会（ナビゲーター
中心）、市教委

スキルアップ研修会
開催：年1回
主催：市教委

ナビゲーター
ミーティング

開催：月1回程度
主催：ナビゲーター、

市教委

事業実施・参加

恵庭市教育委員会
情報・連絡事項等を
取りまとめ

情報提供・
連絡等

支援・共同実施

個別
活動

個別
活動
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はぴナビカフェあたしん家
・毎月１回程度開催
・実施主体は、「えにわはぴナビネットワーク」の中心メンバーが所属する「NPO法人まちづくり
スポット恵み野」と「NPO法人おはな」 ※隔月で交互に実施

・地域のなかで子育て仲間と出会うことで、子育てを一人で抱え込まずに、育児が楽しくなるような
きっかけをつくることを目的としている

年度 R1 R2 R3 R４ R5
実施回数 13回 12回 11回 ９回 ４回
参加者数 未集計 84名 58名 61名 未集計

※R２～R3年度についてはオンライン同時開催

■「はぴナビカフェ あたしん家」開催状況（R5.8時点)

▲（R3.10）はぴナビカフェの様子 5



えにわままっぷ
・えにわままっぷは、家庭教育ナビゲーターのほか、市内の学生ボランティアを中心とした「えにわ
ままっぷ実行委員会」と市教委（社会教育課）との共催により年１回実施

・子育てに役立つ体験や、子どもたちが遊べるスペース、さまざまな催しなどを盛り込んだ楽しい
体験イベント

年度 テーマ 実施日 参加者
H28 えにわままっぷ～あそんで！出会って！えにわの子育てを

楽しもう！～
2/26 約60組200名

H29 えにわままっぷⅡ～みんなで話そう！ウチの衣食住のこ
と！～

10/15 約50組150名

H30 えにわままっぷ～子育て世代の防災について～ 2/23 32組60名
R1 えにわままっぷ４～家族みんなで子育て楽しもう～ 1/19 28組64名
R2 コロナ禍により開催中止
R3 コロナ禍により開催中止
R4 えにわままっぷ５～えにわの子育て楽しもう～ 11/23 23組45名
R5 えにわままっぷ６ 11/23 約60名

■えにわままっぷ 開催状況
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えにわままっぷ【参考写真】
■えにわままっぷ４（R元年度）の様子

■えにわままっぷ６（R5年度）の様子
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8

事業参加者からの主な声

■「はぴナビカフェ あたしん家」

■えにわままっぷ

・いろんな人と会って、話せて、久しぶりに家族以外の大人と話した
・土日や祝日のイベントだと参加しやすくて良い
・子どもの遊び場で大学生がたくさん遊んでくれたので、子どもも喜び楽しんでいた
・もう少し大きい子ども向けの講座もお願いしたい。反抗期対策とか
・事前にベビーマッサージなど体験できるのは嬉しいけど、事前に予約できないのが残念

・（フリ子の会参加者）こんな話ができる人たちがいるなんて感動した
・（消しゴムハンコの回参加者）なかなか体験できないことが体験できてよかった
・（防災の回参加者）もっとママたちに知ってほしい。子どもと一緒の参加でもOKであること

をもっと知ってもらって、実際に参加してほしい



今後の展望

・子育て中の家庭が悩みを抱えて孤立することのないよう、
地域全体で支え合っていくためには、家庭教育について関心を持ち、
共に支え合う視点を持った市民の皆さんの力が不可欠。
・その一歩として、「えにわはぴナビネットワーク」による
緩やかなつながりをきっかけに、お互いの活動を充実させていけるよう、
新たな仲間を増やしていく。
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